


　設問６　本日の講演会全体へのご意見・ご感想、または講師へのメッセージがございましたらご自由にお書きください。

定期的な周知が重要だと感じました。
クマの生態を更に詳細に判れば。
映像が使われていて熊の生態が分かりやすかった。
中山間地域の過疎化により草刈りなどの山ぎわの対応は難しくなっている。生息数を減らすための狩猟もハンターも高齢化
しており、市外・県外も含めて増やしていく必要があると思う。
研究をバリバリされている先生の深い知見を教えていただき、とても勉強になりました。子供たちにも教えます！
とても分かりやすくまとめてくださり、ありがとうございました。
散歩する際の参考になった。
忌避はなかなか難しいということがわかりました。酪農家が多いこの地域でクマの誘引を防ぐのはかなり難しいのではと思
いました。熊スプレーは高いので、なかなか全員が持てるものでも気軽に使えるものでもないため、他に有効な対策があっ
たらいいなと思います。
別の講演会で熊の耳があまり良くないって事で、じゃどうすんだ？ってモヤっとしたって言ってたので、講演会毎に統一し
た見解であって欲しいです。
大きい声で聞きやすかったです。
次回があればまた参加したいのと、猟友会についても触れてほしいです。
オスの縄張りがあり弱い物が追出される傾向に有るとか!?また、クマの生息域に樹の実の樹木を植えることはイケないこと
になるのか?
本日はありがとうございました。
仕事でご高齢の方の財産管理や生活支援を行なっています。市内の関谷や油井、細竹など山間部に近いところにお住まいの
高齢者の居宅訪問する際にはラジオを持っていこうと思います。
クマは鋭い爪を持ち、坂道でもスピードを上げて走ること、川も泳いで移動できることから、ガンダムでいう「ズゴック」
並に強いと思いました。
登山が趣味なので、形成層を齧るなど熊の痕跡の見分け方が学びになりました。
今後もクマについて研究を続けていかれて、県民の安全な生活に貢献していただければと思います。
クマの頭数管理に関わる対策がどうなのか。クマの数が増えれば数を適正に管理計画した方が一つの対策になるのではない
でしょうか
今日の講演で教えて頂いた習性などを、クマの目撃情報の発信の際にほんの少しでも含めて頂ければ、より一層の注意喚起
に繋がるのではないでしようか？
続編講座の開催を期待します。ありがとうございました。お疲れ様です。
堅果類の植生の重要性が理解できました。特に山深いところに多くできないのかなど思いました。時間がかかるかも。公演
内容を参考に注意し、遭遇は避けたいですが、もしものときはパニックにさせないように努力したいと思います。ご講演あ
りがとうございました。


